       　　 或哲学
                                                    　高野　獨源
          　　序
  ある哲学を始めよう。と言っても、以前に試みた『或哲学』とは、重複するところもあろう。なぜなら、以前の『或哲学』を一九九三年の暮れも暮れ、大晦日の午後九時頃、温泉につかりながら想い出し、再び最初から出発しようと思い立ったからである。
　竹垣に囲まれた湯漕の中で、ぼんやりと灯火を眺めていた時、脳裏に何かがよぎった。それは、やはり温泉の情景であった。そう、その時の私は、まさに『或哲学』の真っ最中であった。実際に『或哲学』を書いていたのは、それより一年ほど後の事になるが、その基となる概念は、その時に既に熱く煮え立っていたのである。私は、温泉という共通項によって、かつての『或哲学』の世界を垣間見た。自分の世界であった筈のものが、新鮮に感じられた。
　私は、前回の続きではなく、前回を越えるべく再出発してみようと思い立ったのである。明けて一九九四年の元日の朝は雪となった。周囲は白く覆われた。再出発にはふさわしく思われた。　
  当時、私の脳裏にあったのは、視点の問題であった事を思い出す。
             　　　　　　　　　　　　　　　　（一九九三年十二月三十一日）
